
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
共
嗚
す
る
と
同
時

に
、
た
ま
た
ま
自
分
た
ち
が
美
校
の
学
生
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
い
わ
ば

便
宜
的
、
自
動
的
に
美
術
家
同
盟
に
加
わ
り
は
し
た
も
の
の
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
現
実
に
は
懐
疑
的
で
、
だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
主

義
の
運
動
に
身
を
捧
げ
る
気
は
あ
っ
て
も
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に
プ
ロ
レ
ク
リ

ァ
美
術
の
作
品
に
真
面
目
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
者
は
殆
ど
な
く
、
却
っ

て
、
ひ
そ
か
に
不
信
と
軽
侮
さ
え
抱
い
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
」

⑫

文
庫
の
整
備

文
庫
に
は
本
校
創
立
以
来
作
品
、
図
書
等
の
美
術
資
料
が
蓄
梢
さ
れ
、
収
蔵

贔
は
厖
大
に
な
っ
た
。
そ
の
整
理
の
問
題
は
前
々
か
ら
浮
上
し
て
い
た
が
、
和

田
校
長
は
本
格
的
に
整
理
を
始
め
る
こ
と
と
し
、
前
出
の
事
務
分
掌
規
程
改
正

と
と
も
に
文
庫
課
を
置
き
、
教
授
矢
代
幸
雄
を
課
長
に
任
命
、
昭
和
七
年
九
月

十
四
日
の
主
任
、
理
事
会
議
の
席
上
、
次
の
指
示
を
出
し
た
。

本
校
の
文
庫
は
参
考
品
、
標
本
に
よ
る
宜
物
教
育
を
行
ひ
、
又
闘
書
に
よ

つ
て
生
徒
に
自
主
的
研
究
を
さ
せ
る
為
、
即
ち
各
数
室
及
學
科
に
於
て
教
授

し
得
ぬ
も
の
を
文
庫
に
て
硲
究
さ
せ
る
為
に
、
學
校
の
数
育
施
設
と
し
て
重

視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
為
め
従
来
の
文
庫
掛
の
位
醤
を
高
め
、
本

校
事
務
三
分
課
の
一
と
し
費
任
者
に
数
授
を
任
命
し
た
。
叉
文
庫
所
管
建
物

の
増
加
修
繕
を
行
ひ
、
特
に
陳
列
館
別
館
を
も
設
置
し
た
が
、
尚
将
来
も
陳

列
館
増
築
計
聾
は
學
校
と
し
て
重
要
に
考
へ
た
い
。
次
に
文
庫
紐
螢
上
の
學

校
の
方
針
で
あ
る
が
、
先
づ
學
校
に
あ
る
標
本
岡
書
類
を
能
ふ
限
り
文
庫
に

集
中
し
た
い
と
思
ふ
。
標
本
闊
書
の
分
散
は
研
究
者
に
と
つ
て
不
便
な
る
の

東
大
卒
業
後
の
就
職
先
と
し
て
、
私
は
も
ち
ろ
ん
美
術
研
究
所
を
希
望
し

よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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み
な
ら
ず
、
同
じ
も
の
を
二
重
に
購
入
し
制
作
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
、
又
管
理
上
に
も
困
難
が
あ
っ
た
。
更
に
各
科
に
小
標
本
室
を
作
る
こ
と

に
よ
る
数
室
の
無
駄
も
多
か
っ
た
が
、
文
庫
を
學
校
全
憫
の
楔
本
岡
書
の
保

管
所
と
な
す
こ
と

に
よ
り
こ
れ
等
の
不
便
困
難
が
除
か
れ
る
繹
で
あ
る
。
そ

の
為
文
庫
に
命
じ
て
、
各
科
に
備
付
の
標
本
圏
書
類
は
数
材
と
し
て
必
要
餓

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
限
り
、
他
は
文
庫
に
返
却
せ
し
め
る
様
に
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
標
本
圏
書
類
の
各
科
の
奪
ひ
合
ひ
も
避
け
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
。

又
従
来
各
数
官
に
許
し
て
ゐ
た
標
本
岡
書
類
の
借
出
は
最
少
限
度
に
止
め
た

い
。
こ
れ
が
為
め
文
庫
か
ら
返
却
を
督
促
す
る
様
巖
重
に
校
長
よ
り
命
令
し

た
。
赦
官
が
多
敷
の
借
出
を
な
し
長
期
間
返
却
し
な
い
こ
と
は
學
校
多
年
の

宿
弊
で
あ
っ
て
、
生
徒
の
不
涵
外
郡
の
非
難
も
多
か
っ
た
。
こ
の
黙
も
将
来

は
限
に
文
庫
の
督
促
と
思
は
ず
學
校
長
の
命
令
と
し
て
遵
守
せ
ら
れ
た
い
。

最
後
に
文
庫
の
標
本
薗
書
購
入
の
方
針
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
庫
課
に
よ
く

研
究
さ
せ
、
計
甕
を
立
て
4

美
術
教
育
上
の
基
本
的
参
考
品
及
圏
霊
を
組
織

的
に
睛
入
し
取
揃
へ
る
や
う
に
し
て
、
敷
年
の
中
に
完
備
さ
せ
た
い
積
り
で

あ
る
。
斯
様
に
し
て
普
通
の
美
術
館
と
異
っ
た
美
術
赦
育
的
美
術
館
並
に
岡

書
館
に
し
て
行
き
た
い
。
こ
れ
が
我
が
校
文
庫
続
螢
の
理
想
で
あ
る
。

（
新
〔
規
矩
男
〕
筆
記
）

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
一
巻
第
四
号
所
載
「
文
庫
梨
報
」
）

矢
代
幸
雄
の
も
と
に
文
庫
整
理
が
行
わ
れ
た
頃
の
こ
と
を
新
規
矩
男
は
次
の
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た
。
こ
の
希
望
を
、
東
大
で
西
洋
美
術
史
を
教
わ
っ
た
団
伊
能
先
生
か
ら
矢

代
〔
幸
雄
〕
先
生
に
話
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
美
術
研
究
所
に
は
空
席
が
な

く
、
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
私
が
大
学
を
出
た
昭
和

七
年
の
一
二
月
に
は
、
東
京
美
術
学
校
で
は
、

三
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て

校
長
の
任
に
あ
っ
た
正
木
直
彦
先
生
が
勇
退
さ
れ
、
正
木
校
長
に
伴
っ
て
何

人
か
の
長
老
の
先
生
方
も
退
職
さ
れ
た
。
退
職
教
官
の
中
に
は
、
木
口
木
版

画
家
と
し
て
有
名
な
仏
語
の
合
田
清
講
師
も
い
た
。
そ
し
て
私
は
、
幸
運
に

も
、
合
田
氏
に
代
わ
っ
て
美
校
の
仏
語
講
師
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
矢
代
先
生
の
ご
推
薦
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま

た
洋
画
の
和
田
英
作
先
生
の
お
口
添
え
も
有
力
で
あ
っ
た
由
で
あ
る
。
同
時

に
、
卒
業
間
際
に
、
仏
語
科
高
等
教
員
免
許
の
申
請
に
必
要
な
仏
文
学
の
準

位
を
ぜ
ひ
と
る
よ
う
に
、
強
く
す
す
め
て
く
れ
た
吉
川
〔
逸
治
〕
氏
の
友
侑

に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
。

昭
和
七
年
の
六
月
に
は
、
和
田
先
生
が
美
校
校
長
に
就
任
さ
れ
た
。
事
務

の
部
局
と
し
て
経
理
課
、
教
務
課
、
文
庫
課
が
で
き
た
の
は
こ
の
時
で
、
矢

代
先
生
は
文
庫
課
長
を
引
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
頃
か
ら
先
生
は
、
従
来
担
任

さ
れ
て
い
た
西
洋
美
術
史
の
講
義
を
青
山
新
氏
（
後
の
和
田
新
氏
）
に
譲
ら

れ
、
日
本

・
東
洋
の
美
術
史
を
お
持
ち
に
な
っ
た
。
文
庫
に
は
、
図
書
の
ほ

か
に
豊
富
な
美
術
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
管
理
方
法
が
す

で
に
近
代
的
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
先
生
は
課
長
と
し
て
文
庫

の
改
革
充
実
を
は
か
る
決
意
を
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
先
生
の
文
庫
で
の

日
本
・
東
洋
関
係
の
こ
と
は
、

美
術
研
究
所
の
所
員
で
、

お
仕
事
の
う
ち
、

美
校
で
東
洋
文
学
を
講
義
さ
れ
て
い
た
正
木
篤
―――
氏
ー
|
'
昭
和
八
年
以
後
は

現
大
和
文
華
館
長
石
沢
正
男
氏
が
代
わ
ら
れ
た
ー
が
お
手
伝
い
を
し
、
西

り
多
敷
の
秀
オ
を
出
し
た
る
川
端
玉
章
翁
の
憲
業
を
追
慕
す
る
為
め
に
、
結

0
川
端
玉
章
翁
記
念
銅
柱
除
幕
式
明
治
聾
培
の
巨
匠
に
し
て
其
の
門
下
よ

次
の
記
述
が
あ
る
。

右
の
件
に
関
し
て
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
一
巻
第
二
号
に

⑬

川
端
玉
章
翁
記
念
銅
柱
の
建
立

洋
関
係
の
こ
と
は
私
が
お
助
け
し
た
。
文
庫
の
蔵
書
は
、
当
時
和
漢
書
が
一
―

万
数
千
冊
、
洋
書
が
三
千
数
百
冊
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
和
漢
書
は
と
も
か

く
と
し
て
、
洋
書
は
分
類
さ
え
よ
く
で
き
て
い
ず
、
目
録
と
し
て
は
、
丸
善

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
を
切
っ
て
カ
ー
ド
に
貼
り
つ
け
、
間
に
合
わ
せ
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
私
は
図
書
館
学
の
知
識
は
何
―
つ
も
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
先
生
の
ご
指
示
で
、
図
書
分
類
法
、
洋
書
目
録
法
な

ど
を
先
輩
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
ま
た
本
を
読
ん
で
勉
強
し
、
簡
単
な
が

ら
も
洋
書
の
分
類
表
を
作
り
、
ま
た
カ
ー
ド
の
作
成
を
行
な
っ
た
。

文
庫
改
革
の
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
矢
代
先
生
の
指
禅
に
よ
っ
て
軌

道
に
乗
り
、
ま
た
必
要
な
人
員
も
確
保
し
て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
先
生

は
、
美
術
の
講
義
の
ほ
か
に
美
術
研
究
所
主
事
と
し
て
の
仕
事
を
お
持
ち
に

な
り
、
ま
た
た
び
た
び
外
国
に
出
か
け
ら
れ
る
と
い
う
ご
多
忙
さ
で
あ
っ
た

の
で
、
美
校
文
庫
課
長
の
方
は
、
昭
和
九
年
か
ら
香
取
秀
真
先
生
に
お
願
い

さ
れ
た
。
し
か
し
石
沢
氏
と
私
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
標
本
掛
長
、
図
書
掛
長
と

し
て
、
香
取
先
生
の
下
で
文
庫
の
仕
事
を
続
け
た
。

（「矢
代
先
生
追
憶
」

『日
伊
文
化
研
究
』
第
十
四
号
。
昭
和
五
十

一
年
三
月、

日
伊
協
会
）
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